
瀬戸石ダム 堆砂量および堆砂排除計画

• 最新の調査による堆積土砂量は、 2012年度のピーク時から約６割減少しており
ます。

• 今年度は、約３万m3の土砂排除を11月中旬から開始しており、来年3月31日まで
実施予定です。なお、河床状況により計画排除量が変更となることがあります。

• 排除した土砂は、国や県の公共事業に提供する等有効活用への協力も適宜行っ
ており、今年度は約３万m3を予定しています。

• 今後も土砂排除や出水時の通砂/排砂運用により堆積土砂の低減に努めてまい
ります。

資料２

【瀬戸石調整池の堆砂量の経年推移】

※ 2025度の堆砂量は、現時点で最新の調査結果（8月）を示しています。
各年度の堆砂量は、10月の調査結果（現在算定中）をもって確定します。
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2016年度より通砂/排砂運用

37.5万m3

104.4万m3（2012年度）
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